
～用途～
一般住宅・木造建造物の点検用アルミタラップ

～ はじめに ～
この度はアルミSKYタラップをお買い上げ頂き、ありがとうございます。
組立・施工を行う前にこの要領書を読み、正しく安全に取付して頂けます様お願い申し上げます。

本製品の取り扱い上の注意　………… 1

本体とF-60ブラケット　………… 2

LFブラケット　………… 3

US(パラペット金物)　………… 4

FJ(自在継手)　………… 5

・　ブラケット取付間隔は2275㎜以内で設置お願い致します。

・　下端部からブラケット1段目までの長さは450㎜以内で取付お願い致します。

・　頭頂部から最上部のブラケットまでは1075㎜以内で取付お願い致します。

・　施工する前に取付現場での入念な打合せや、ブラケット取付部分の
　 下地（壁）等の強度を確認した上での施工をお願い致します。

・　ブラケットと接触する外壁には漏水防止の為、コーキング等の処置をお願い致します。

・　本製品に当社規定以外の物は取付しないで下さい。(アンテナ、煙突他）

・　漏電、感電の恐れがありますので、電気コード等を巻き付けないで下さい。

・　この製品は点検用のタラップとして製造しておりますので、それ以外での用途、目的には使用しないで下さい。

・　施工終了後、ボルト類の締め付けが完全か再点検して下さい。

・　取付対象の構造物が経年劣化等で損傷が著しい場合は取付しないで下さい。

・　タラップ同士の結合やブラケットとタラップの結合等は陸組してからの取付を推奨しております。

お問い合わせは下記番号に御連絡ください。

～取扱い上の注意～

～アルミSKYタラップ (住宅用) 　組立施工要領書～

　　(受注生産品)

〒063-0835　北海道札幌市西区発寒15条12丁目1番46号

TEL：（011）-666-8340　　FAX：（011）-666-7099

・　本体とブラケット等を結合する部品は特殊なボルトを使用していますので、当社専用ボルトで結合をお願い致します。

・　頭部手掛(MU)には取付ブラケットを2組取付お願い致します。
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①ブラケットに長方形ボルトを通し、ワッシャー ②本体にブラケットを通し、固定します。
→スプリングワッシャー→ナットの順に外れない程度に回します。 結合は陸組を推奨しています。

③ブラケットを必要数本体に取付完了後、対象物に取付します。

組立完成図

  

※取付する際、外壁の仕様によって
　サヤ管等の外壁が潰れない措置をお願い致します。

④下端部にキャップをはめ込みます。

※漏水防止の為のコーキング処置をお願い致します。

本体とF-60ブラケット
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①左右のブラケットと付属のアングルを結合します。

②本体にブラケットを通し、固定します。(結合は陸組を推奨しています。)

組立完成図

  

取付部分拡大

※取付する際、外壁の仕様によって
　サヤ管等の外壁が潰れない措置をお願い致します。

※漏水防止の為のコーキング処置をお願い致します。

LFブラケット(受注生産品)
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①平ブラケットに長方形ボルトを通し、ワッシャー
→スプリングワッシャー→ナットの順に外れない程度に回します。 コの字ブラケットとの結合は仮固定。

③建物側のコの字ブラケットと平ブラケットを
六角ボルトで角度を調整して結合し、
ブラケットにφ3.0の貫通穴をあけてビスで結合します。

  

取付部分拡大 製品全体図

※取付する際、外壁の仕様によって
　サヤ管等の外壁が潰れない措置をお願い致します。
※漏水防止の為のコーキング処置をお願い致します。

US(パラペット金物)
②本体に平ブラケットを通し、固定します。
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①向きに注意して組み合わせてボルトを結合します。
ボルト→ワッシャー→継手→ワッシャー→スプリングワッシャー→ナット
の順に外れない程度に回します。

→ →

②タラップを嵌め合わせます。

→

  

③外れない様に付属ビスで固定し
角度を調整してからボルトを本締めします。 完成姿図

FJ(自在継手)

結合姿図
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